
第９回、第１０回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成２２年１１月２５日（木）１３時００分～１７時００分（第９回） 

平成２２年１１月２９日（月）１３時００分～１７時４５分（第１０回） 

 

２ 場 所 役場２階 審議室 

 

３ 出席者 

《構成員》田浦副町長、田中総務課長、岡崎保健福祉課長、北向建設水道課長、

前田産業振興課長、中田町民生活課長、服部教育振興課長 

《説明員》福祉対策班 坂弥主幹、浦島主査 

介護保険班 佐藤主幹 

生活環境班 林主幹 

学校教育班 大石主幹 

給食ｾﾝﾀｰ  阿部主査 

建設水道課 松本技術審査担当課長 

企画財政班 石川主査 

車 両 班 赤間主任 

総 務 班 宮下主査 

《庶 務》北川主幹、新井主査           合 計  １９名 

４ 内 容 

実施計画策定に伴う事前評価 

第９回 １１月２５日（木） 

１ 障害福祉施設通所サービス事業 

[事業内容] 

  ・家族の介護負担の増加やＪＲ社内でのトラブルをさけるために、障害福祉通所

施設まで、ヘルパー介護付き通所バスを運行委託する。（Ｈ２３～3,580 千円） 

[総 括] 

  ・要望どおり実施とするが、契約方法、負担額について精査すること。 

  ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

２ 障害者施設医療的ケア支援事業 

[事業内容] 

  ・通所施設での障害者への看護師の医療行為は、医療保険適用外となり、障害者

自立支援の給付以外は個人負担であり、その負担が高額となっているため、負担

軽減のために助成を行う。（Ｈ２３～511 千円） 

[総 括] 



・計画どおりの実施とするが、規則等を整備すること。 

・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ 

 

３ 障害福祉サービス事業所による地域交流サポート事業 

[事業内容] 

  ・国庫補助の「地域介護福祉空間整備等施設整備交付金事業」を活用し、障害者

福祉事業所が新たに運営する施設の整備に要する費用を助成する。 

  ・２２年度内に補正（33,000 千円 全額国庫補助） 

  [総 括] 

・計画どおり実施する。 

・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ 

 

４ グループホームの現状について 

[情報共有] 

・町内のグループホームの現状について、担当から報告をうけ、情報共有をおこ

なった。 

 

５ 墓地整備事業 

[事業内容] 

・第８回会議結果により検討した結果、Ｈ２３に基本構想を策定し、Ｈ２４基本

設計（2,000 千円）、Ｈ２５区画造成（13,500 千円）を行う。 

  [総 括] 

・Ｈ２３基本構想策定後、再度、政策調整会議で協議することとする。 

 

６ 環境対策促進事業 

[事業内容] 

・第８回会議結果により検討した結果、下記による補助を実施。 

・上富良野町地球温暖化対策実行計画等による、ＣＯ２削減推進のための補助。 

・生活灯の省エネ型への改修補助 事業費の 1/2 補助（Ｈ２３～Ｈ２７、５年間

で 1,500 千円） 

・家庭用生ゴミ処理機購入補助、購入価格の 1/2 補助（上限 20 千円）（Ｈ２３～

Ｈ２５、３年間で 600 千円） 

・個人住宅用新エネ・省エネ暖房及び給湯器設備等導入促進補助（Ｈ２３～Ｈ２

５、3 年間で 4,860 千円） 

・個人住宅リフォーム応援事業。国の住宅エコポイントが終了するので、その制

度を継承した形で補助を行う（Ｈ２３～Ｈ２５、３年間で 9,000 千円） 



[協議意見] 

・ペレットストーブだけではなく、薪ストーブも対象にしてはどうか。 

・この事業を行うことで、ＣＯ２がどのくらい削減されるのか算出することが必

要。 

[総 括] 

・上記意見により、精度をたかめたうえで再度協議を行う。 

 

７ クリーンセンター修繕整備計画事業 

[事業内容] 

・クリーンセンターを計画的に修繕する。 

[総 括] 

・計画どおり実施。 

  ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

８ 住生活推進事業 

[事業内容] 

・町の今後１０年間の住宅施策全体の方向性を示す「住生活基本計画」の策定（Ｈ

２３、5,063 千円）。 

[総 括] 

・計画どおり実施。 

  ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

９ 富良野広域連合上富良野学校給食センター整備事業 

[事業内容] 

・学校給食センターを計画的に整備する。 

[総 括] 

・公用車の整備は、町の集中管理車の中から貸与することとする。 

・この施設は、当面１０年間程度は使用する予定であることから、建物を維持す

るための施設整備や調理器具整備について、長期的な整備を計画すること。 

  ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

＊ 町立小・中学校作業用機械更新事業 

[事業内容] 

・第８回会議結果により検討し、各小中学校の除雪機及び芝刈機を年次計画で更

新する（H23～H29、13,200 千円）。 

[総 括] 



・除雪機の更新は計画どおりとするが、今後は、Ｈ２３から上小で実施する除雪

委託の動向をふまえた更新を計画すること。 

・芝刈機の更新は、各学校と調整したうえで、より効率的な機械の配置や芝刈り

方法を検討すること。 

 

１０ 町道整備計画 

[事業内容] 

・簡易舗装１９路線 2,703ｍ、Ｈ２３～Ｈ２５、81,100 千円。 

・道路側溝補修９路線 2,700ｍ、Ｈ２３～Ｈ２５、18,400 千円。 

・歩道補修及び新設３路線 3,090ｍ、Ｈ２３～、340,700 千円 

・橋梁整備３橋、Ｈ２３～、233,000 千円。 

・側溝新設２路線 430ｍ、Ｈ２３～、Ｈ２４、4,700 千円。 

・郊外簡易舗装３路線 3,620ｍ、Ｈ２３～、25,400 千円。 

・局部改良２路線 345ｍ、Ｈ２３～、161,800 千円。 

・交通安全整備２路線 620ｍ、Ｈ２３～Ｈ２５、8,400 千円。 

[協議意見] 

・北２７号西道路の日の出公園から道道（旧国道）までは、歩行者が多いため、

安全対策が必要。 

 [総 括] 

・計画どおり実施とするが、上記意見の路線についても検討すること。 

・補助等の財源確保に努めること。 

  ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

１１ 簡易水道施設整備事業（配水管布設） 

[事業内容] 

・草分報徳地区（簡易水道給水区域内）で水道管が布設されていない箇所があり、

配水管を布設する（Ｈ２３、4,500 千円）。 

[総 括] 

・簡易水道事業者の責任として布設する必要があるため、計画どおり実施とする。 

 ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

１２ 簡易水道施設整備事業（ポンプ設備整備） 

[事業内容] 

・簡易水道のポンプ施設（静修、里仁、江花）を年次的に整備を行う（Ｈ２３～

Ｈ２５、14,000 千円）。 

[総 括] 



・計画どおり実施とする。 

 ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

１３ 予約型乗合タクシー運行試行事業 

[事業内容] 

・路線バスに乗れない等の交通弱者対策として、Ｈ２３に試行的に事業を実施す

る（Ｈ２３、2,500 千円）。 

[総 括] 

・計画どおり試行実施し、Ｈ２４からの本行実施を目指すこと。 

 ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ｂ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

１４ 自動車損害賠償共済 

[事業内容] 

・第８回会議結果を検討し、全車両の対人共済上乗せと対物限度額 500 万円から

無制限への変更から、不特定多数の搭乗する車両の対人共済上乗せと全車両対物

限度額の無制限に変更する（H23～481 千円増）。 

[総 括] 

・計画どおり実施。 

 ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

１５ 業務系システム（財務・グループウェア等）更新事業 

[事業内容] 

・業務系システムの屋外無線ネットワーク設備の更新。 

[総 括] 

・計画どおり実施。 

 ・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 


